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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B3
妊産婦総合対策事業 衛生費 母子衛生費 母子保健推進費

母子保健法、児童福祉法 宣言項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

 

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

 

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 598,555 598,555 752,785

現計額 154,230 154,230 0

令和 3年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

公衆衛
生費

事 業
期 間

令和 2年度～ 根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

新型コロナウイス感染症の流行下における妊産婦への寄
り添った支援を総合的に次の（１）、（２）の事業につ
いて、令和２年度事業実績が当初の見込みを下回ったこ
とにより国庫補助金の返還が必要であるため、２月補正
により要求を行う。

(1)ウイルスに感染した妊産婦への支援事業 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   39,090千円
(2)不安を抱える妊婦への分娩前の検査事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　559,465千円

　⑴　概要
　　　新型コロナウイルス感染症の流行が続く中で、妊産婦は日常生活等が制約され、自身のみならず胎児・新生児の健
　　康等について、強い不安を抱えて生活をしている状況にある。
　　　とりわけ、感染が確認された妊産婦は、出産後も一定期間の母子分離を強いられることなど、深刻なメンタルヘル
　　ス上の影響が懸念される。また、予定していた里帰り出産が困難となり、家族等による支援を得られず、孤独の中で
　　産褥期を過ごすことに不安を抱える妊婦も存在する。
　　　このため、以下の事業に対数補助を行うことにより、新型コロナウイルス感染症の流行下における妊産婦への寄り
　　添った支援を総合的に実施する。

　⑵　事業内容
　　ア　ウイルスに感染した妊産婦への支援事業　　　　　41,075千円（うち増額分　 39,090千円）　　　　　　　　
　　イ　不安を抱える妊婦への分娩前の検査事業         711,710千円（うち増額分　559,465千円）      　　　　 

　(3)  補正の概要
　　　 本事業の令和２年度実績が当初の見込みを下回ったことにより、既に受け入れている国庫補助金を返還するため
　　の増額

　　

(1)(2) 県10/10

補正後の
予算額
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